
○医療者と信頼関係を築くことが大切
がんという病気では、診断や治療、その後の

療養など、医療者と長く関わっていくことにな
ります。診断や治療などの医学的なことについ
てあなたの病状を最もよく理解しているのは、
担当医をはじめとする医療者です。納得して治
療や療養に向き合えるように、担当医や医療者
にあなたの希望や疑問を伝え、良好な信頼関係
を作っていきましょう。

②医療者との対話のヒント
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○医療者にあなたの意思を伝える
あなた自身の状態や、不安やわからないこと

について率直に伝えていくように心掛けましょ
う。痛みなどの自覚症状や、困っていること、
心配なことなどはあなたにしかわかりません。
あなた自身の気持ちを伝えることで、関係も築
かれていきます。
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質問事項をメモでまとめて持参する。診察の
中で、担当医が「話したこと」だけではなく、
あなたが「聞いて理解したこと」も書きとめる。
不安やわからないことはそのままにしないこと、
あなたが理解したことを口に出して確認する。
一人で話を聞くことが不安なときは、家族や

親しい友人などに診察に同席してもらうとよい
でしょう。
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質問事項をメモでまとめて持参することも、助けになります。診察の中で、担当医が「話したこと」だけではなく、あなたが「聞いて理解したこと」も書きとめるようにしましょう。不安やわからないことはそのままにしないこと、あなたが理解したことを口に出して確認することも大事です。
　一人で話を聞くことが不安なときは、家族や親しい友人などに診察に同席してもらうとよいでしょう。



○納得できる選択をするために
担当医にうまく質問できない、わかってもら

えないと感じるときは、看護師やほかの医療ス
タッフに相談してみましょう。
また、治療や療養の方針について別の医師に

話を聞く「セカンドオピニオン」を求めること
もできます。その際には、担当医にその希望を
伝え、紹介状や検査資料をもらうことが必要で
す。
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●診断
◦何という、がんですか。
◦診断はもう確定していますか、それとも疑い
の段階ですか。
◦がんはどこにあって、どの程度広がっていま
すか。

担当医に聞いておきたいことの例



●今後の予定
◦今後、追加の検査はありますか。
◦何を、いつまでに、決めなければなり
ませんか。



●治療法
◦私が受けられる治療には、どのような
ものがありますか。
◦どのような治療を勧めますか、ほかの
治療法はありますか。また、その治療を
勧める理由を教えてください。



●社会生活
◦今までどおりの生活を続けることはで
きますか。
◦普段の生活や食事のことで気を付ける
ことはありますか。
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